
【 地 歴 ・ 公 民 】

平 成 ２ ５ 年 度 指 導 と 評 価 の 年 間 計 画 （ シ ラ バ ス ）

盛 岡 工 業 高 校 全 日 制 課 程

教 科 地 理 Ａ 単 位 数 ２ 学 科 ・ 学 年 １ 年 全 学 科 担 当 者 三 神 寛 眞 下 徹

使 用 教 科 書 第 一 学 習 社『 高 等 学 校 地 理 Ａ 』 副 教 材 と う ほ う 『 フ ォ ト グ ラ フ ィ ア 地 理 図 説 』

帝 国 書 院 『 新 詳 高 等 地 図 』 第 一 学 習 社 『 改 訂 版 地 理 Ａ ノ ー ト 』

■ 到 達 目 標 現 代 社 会 の 地 理 的 な 諸 課 題 を 地 域 性 を 踏 ま え て 考 察 し 、 現 代 世 界 の 地 理 的 認 識 を 養 う と と 評 価 の 重 点

も に 、 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 を 培 い 、 国 際 社 会 に 主 体 的 に 生 き る 日 本 人 と し て の 自 覚 と 資 質 を 養 う 。

■ 具 体 的 な 取 組 【 評 価 規 準 を 念 頭 に 置 い た 指 導 上 の 留 意 点 】 ○ 定 期 考 査 に お い て 基 礎 ・ 基 本 的 内 容 の 定 関 思 資 知

着 を 図 り 、 授 業 内 容 の 理 解 度 を 評 価 す る 。 ○ 小 プ リ ン ト や ワ ー ク ノ ー ト に よ る 作 業 的 ・ 体 験 的 学 習 に よ 心 考 料 識

っ て 、 資 料 活 用 の 技 能 の 向 上 を 目 指 す 。 ○ 新 聞 記 事 や 副 教 材 の 資 料 か ら 自 分 の 考 え を 主 体 的 に 主 張 で き ・ ・ 活 ・

る 力 を 身 に つ け る 。 ○ デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ や 歴 史 的 史 料 を 積 極 的 に 活 用 し 、 興 味 ・ 関 心 を 喚 起 す る と と 意 判 用 理

も に 、 授 業 の 理 解 を 深 め る 。 ○ 意 欲 あ る 生 徒 に 対 し て は 発 展 的 な 課 題 も 提 示 し て さ ら な る 成 長 を 促 す 。 欲 断 の 解

○ 第 １ 編 は 内 容 が 難 し い た め 、 生 徒 の 実 態 に 応 じ て 第 ２ ・ ３ 編 を 先 に 実 施 す る 場 合 が あ る 。 ・ 技

■ 評 価 上 特 に 重 視 す る 観 点 ○ 授 業 態 度 と 課 題 の 提 出 は 特 に 重 視 し て 評 価 す る 。 ま た 、 欠 席 や 忘 れ 物 が な 態 能

い よ う に 各 自 留 意 す る こ と 。 度 ・

表
学 期 月 学 習 項 目 主 な 学 習 活 動 ・ 評 価 の ポ イ ン ト 評 価 方 法 現

（ 単 元 名 、 教 材 、 学 習 領 域 ）

1-1 地 球 儀 や 地 図 で と ら え る 現 ○ 地 球 儀 等 を 利 用 し 、 球 面 で 世 界 を と 授 業 態 度
,前 代 世 界 ら え る 発 言 の 積 極 性

４ ○ 国 家 の 領 域 を 理 解 さ せ 、 国 境 や 領 土 単 元 後 の 小 テ ス ト
を め ぐ る 紛 争 や 対 立 に つ い て 考 察 す な ど

期 る 。 ◎ ○ ◎ ○

○ 交 通 機 関 や 情 報 通 信 技 術 の 発 達 に と
中 ５ も な う 世 界 の 相 対 的 縮 小 、 一 体 化 に

つ い て 理 解 す る 。
間 1-2 世 界 の 人 々 を 取 り ま く 地 理 ○ 写 真 や 地 図 を 通 し て 、 世 界 的 視 野 で ノ ー ト 提 出

的 環 境 自 然 環 境 を と ら え る 視 点 を 持 つ 。 前 期 中 間 考 査 ◎ ○ ◎ ○
６

1-2 世 界 の 人 々 を 取 り ま く 地 理 ○ 各 地 の 自 然 条 件 に 基 づ い て 育 ま れ た 授 業 態 度
６ 的 環 境 生 活 ・ 文 化 、 産 業 活 動 に つ い て 理 解 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ○ ◎

前 す る 。 発 言 後 の 小 テ ス ト
な ど

1-3 世 界 の 諸 地 域 の 生 活 ・ 文 化 ○ 世 界 諸 地 域 の 生 活 文 化 に つ い て 様 々 授 業 態 度
期 ７ と 環 境 な 資 料 を 収 集 、 分 析 す る 。 発 言 の 積 極 性

○ 民 族 性 や 地 理 的 環 境 と 関 連 付 け て 世 発 言 後 の 小 テ ス ト
界 諸 地 域 の 生 活 文 化 を 考 え る 。 な ど

末 ８ ○ 世 界 諸 地 域 の 衣 食 住 な ど に つ い て 体 ノ ー ト 提 出 ◎ ◎ ○ ◎
験 的 な 学 習 を 行 う 。 前 期 末 考 査

○ 異 文 化 を 適 切 に 理 解 ・ 尊 重 す る 態 度
９ を 身 に つ け る 。

1-3 世 界 の 諸 地 域 の 生 活 ・ 文 化 ○ 世 界 諸 地 域 と 日 本 と の つ な が り に つ 授 業 態 度
９ と 環 境 い て 理 解 を 深 め る 。 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ○ ◎

後 発 言 後 の 小 テ ス ト
な ど

1-4 さ ま ざ ま な 地 球 的 課 題 ○ 人 口 問 題 、 食 糧 問 題 、 居 住 ・ 都 市 問 授 業 態 度
期 題 、 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 問 題 、 地 球 環 発 言 の 積 極 性

１ ０ 境 問 題 な ど 、 地 球 的 課 題 の 存 在 を 認
識 さ せ る 。 ノ ー ト 提 出

中 ○ 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 個 後 期 中 間 考 査 ◎ ◎ ◎ ◎
人 、 地 域 社 会 、 国 、 国 際 社 会 と い っ
た 様 々 な レ ベ ル で な す べ き 行 動 に つ

間 １ １ い て 考 察 を 深 め る 。

2-1 日 常 生 活 と 結 び つ い た 地 図 ○ 我 々 の 生 活 に 欠 か せ な い ｢地 図 ｣を 読 授 業 態 度
１ １ み こ な せ る よ う 、 地 図 表 現 等 基 礎 的 発 言 の 積 極 性

な 知 識 ・ 技 術 を 学 習 す る 。 発 言 後 の 小 テ ス ト ◎ ◎ ◎ ◎
○ 読 図 の 演 習 (ト レ ー ニ ン グ )を 行 う 。 な ど

後 ○ 地 形 図 を 活 用 す る た め の 基 礎 的 な 知 レ ポ ー ト 提 出
１ ２ 識 を 学 習 し 、 演 習 を 行 う 。

2-2 自 然 環 境 と 防 災 ○ 日 本 の 気 候 と 地 形 の 特 徴 に つ い て 理 授 業 態 度
解 を 深 め る 。 発 言 の 積 極 性

期 １ ○ 自 然 災 害 の 事 例 を 通 し て 災 害 の 特 徴 学 年 末 考 査 ◎ ◎ ○ ◎
や 地 域 性 を 学 び 、 災 害 に 備 え る 。 レ ポ ー ト 提 出

２ 2-3 生 活 圏 の 地 理 的 な 諸 課 題 と ○ 地 域 の 特 徴 や 抱 え て い る 課 題 に つ い ノ ー ト 提 出 ◎ ◎ ◎ ◎
末 地 域 調 査 て 考 え る ｢地 域 調 査 ｣の 方 法 を 学 ぶ 。 学 年 末 考 査

３ お わ り に ○ １ 年 間 の 学 習 の 総 確 認 を 行 う 。 作 文 ◎ ○ ◎ ○
（ 学 習 の ま と め と 反 省 ） レ ポ ー ト 提 出


